
横手	 キャッシュレス化の推進は国

の成長戦略の柱の一つとなっていま

す。現在、20％弱のキャッシュレ

ス比率を、10年後には倍の40％に

するという目標を掲げています。目

標を達成するには、いろいろなとこ

ろでキャッシュレスの機会を増やし

ていく必要があると思っています。

齊藤	 個人消費290兆円に対し

て、現状はクレジットカードが50

兆円、電子マネーが5兆円、キャッ

シュレス比率は20％弱という状況

です。キャッシュレス化が進んでは

いるものの、そのペースは正直ま

だまだという状況です。しかも、

クレジットカードの伸びは、ECや

公共料金が中心で、電子マネーは

1,000円以下の小口の支払いが中

心ということもあり、どんなに推進

しても、クレジットカードと電子マ

ネーだけではキャッシュレス比率を

押し上げるには限界があります。

　日本人は現金好きであり、40％

という目標は政策面も含めて、かな

り本気で取り組まないと達成できな

い水準です。

　いまは、クレジットの層と電子マ

キャッシュレスに向けた
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ことも挙げられます。セルフレジは

精算を機械で行うという性質からし

て、クレジットカードやJ-Debitと

の相性は抜群だと思います。

横手	 齊藤さんは、J-Debitの立ち

上げ当初からその導入に尽力をされ

ました。生みの親でもあり、育ての

親でもあります。そうしたお立場か

ら、なかなか普及しない状況に、忸

怩たる思いがあったと思います。よ

うやく時代がついてきた、といった

感じでしょうか。

齊藤	 今年の銀行法改正を受け、来

年4月からJ-Debitの加盟店で現金

の引き出しもできるキャッシュアウ

トが開始されます。J-Debit普及の

環境が整いつつあることを感じてい

ます。

　2000年のJ-Debitの立ち上げの

時から、当行は金融庁に対して、

キャッシュアウトを要望してきま

した。海外にいらっしゃった方は

キャッシュアウトが当たり前のよう

に便利に使われていることをご存知

です。私も当時、イギリスに視察に

行った際、Sainsbury'sやTesco

といったスーパーで、レジの人が

キャッシュアウトの対応をしている

のを目にしました。アメリカやオー

ストラリアでも、そうでした。

　アメリカのように国土が広くて

ATMが見つけにくい所ではキャッ

シュアウトのニーズがあるのは当

然、といった議論もありますが、そ

れだけの問題ではありません。お客

さま目線でいえば、多額の現金を持

る必要があります。J-Debitの普及

が進まなかった要因として、その端

末の導入が進まなかったことが大き

いと聞いています。

齊藤	 おっしゃる通りで加盟店が

増えなかったのが一番の要因です。

使える場所が少ないから認知も広が

らないといった悪循環になっていま

した。また、クレジットカードはポ

イントがたまるのに、J-Debitには

そういった「お得感」がないことも

挙げられます。しかし、Suicaやブ

ランドDebitの動きを見ていると、

ポイントが必須かというと、どうも

そうではないのではないかと思いま

す。事実、J-Debitの加盟店ではプ

ロモーションをしなくても一定程度

J-Debitが使われています。お得感が

あればより良いのでしょうが、決済

の基本機能としてDebit払いが評価

されているといって良いでしょう。

　加盟店が広まらなかった要因とし

て、一番はDebit用に暗証番号を入

力するPINパッドを用意する必要が

あった、つまり加盟店として端末コ

ストが余計に掛かってしまっていた

ことがありました。

　ただ、その環境も最近変化してい

ます。関係省庁、業界をあげて、

2020年までに店頭のカードリー

ダーを100％、IC化することが目

標に設定されています。IC対応に

は、PINパッドが必要です。クレ

ジットカードは、サイン取引中心で

したが、暗証番号取引にシフトして

いますので、J-Debit固有の課題は

解決されつつあります。

　また、環境変化の点では、人手不

足やコスト削減がトリガーとなっ

て、セルフレジの普及が進んでいる

ネーの層が二極分化していますが、

本来は、その中間にDebitの層が存

在すると思っています。「お金を借

りる」といったイメージからクレ

ジットカードに抵抗がある人は意外

に多いのが現状です。また、今の若

者は、すごく堅実で、使い過ぎない

ように自分でコントロールする傾向

もあります。クレジットに対する不

安があるのだと思われます。

横手	 確かに、私の周りにいる若者

と話をしていても、そう感じます。

事実、国際ブランドのDebitが伸び

ていますよね。

齊藤	 そうですね。当行も本年より

JCBデビットの発行を開始しました

が、若年層を中心に順調に伸びてい

ます。当行はキャッシュカード一体

型のクレジットカードの推進に10

年以上力を入れてきましたが、どう

してもクレジットカードを好まない

層が多くいらっしゃり、その層の一

部を取り込むことができています。

　決済マーケットで見ると、対面

決済のうち5,000円以上はキャッ

シュレスがかなり浸透してきました

が、5,000円以下の現金取引が根

深い。この部分がキャッシュレスに

シフトしなければ、政府の目標は達

成できないでしょう。その目標に貢

献できるのがDebitではないかと考

えています。後払いではなく、口座

にある範囲内で即時に引き落とさ

れるDebit払いは日本人には合って

いると思います。

横手	 J-Debitが誕生したのが、

2000年ですから、既に17年が経

過しています。お客様がJ-Debitを

利用するには、お店（加盟店）が

J-Debitを読み取れる端末を設置す

キャッシュアウトの
役割・期待
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ち歩きたくない人は間違いなく多い

と思います。事実、ニューヨークや

サンフランシスコなど都市部でも使

われていますし、キャッシュアウト

は、そうしたニーズに十分応えられ

るものです。

横手	 Debitの普及がキャッシュレ

スを進めることについては理解でき

ます。一方、キャッシュアウトは、

キャッシュレスと逆行する流れの印

象を持ってしまいます。

齊藤	 そのような認識をもたれる方

は多いと思います（笑）。主従の関係

でいうと、ショッピング決済がメイ

ンでキャッシュアウトはサブです。

アメリカの実績でも、Debitにおけ

るキャッシュアウトの比率は5～

6％位で、日本でも、その程度と見

ています。しかも、普及するまで少

し時間がかかるでしょう。ただ、先

ほど申し上げた5,000円以下の現金

取引をキャッシュレスにシフトする

には、有効なツールだと見ています。

横手	 キャッシュアウトがきっかけ

になるということでしょうか。

齊藤	 お財布に1,000円しか入っ

ていない時に、スーパーに買い物に

行くことを想像してみてください。

まずATMに寄って現金を引き出し

てからスーパーに行きますよね？も

しスーパーでキャッシュアウトがで

きたら、買い物ついでにレジで現金

に効果があると聞いています。し

かし、コストの関係で、ATMを設

置できない小売店はたくさんあり

ます。そうしたところに、レジで

キャッシュアウトができるようにな

れば、差別化に向けた有効なサービ

スになりえます。

横手	 小売店にとって、集客の効果

がある一方で、不安材料もあるので

はないでしょうか。

齊藤	 小売店から「レジにたくさ

ん現金を用意しておかなければいけ

ないのではないか？」といった課題

を耳にしますが、先ほど述べたよう

にキャッシュアウトは一部です。お

店の売上げとして、7～8割が現金

で、その中から数%だけキャッシュ

アウトとして現金が使われるという

ことです。キャッシュアウトという

と5万円、10万円を想像する人も多

いですが、消費者アンケートでは、

1万円以下のニーズが圧倒的です。

恐らく、給料日後にATMでまとめ

て引き出し、足りなくなった分を数

千円ずつ買い物ついでに引き出すこ

とになるのではないでしょうか。

　その他、日本デビットカード推進

協議会の中で検討が重ねられ、対応

策がとられています。例えば、取扱

時間は加盟店で任意に設定できます

し、レジに現金がない場合には断っ

ても良いことになっています。取扱

上限や顧客手数料も加盟店に裁量を

もたせた設計になっています。ま

た当面は、混乱を避けるため取扱

を1,000円単位としています。通

常、商品についたバーコードを読

み取るとPOSに連動します。同じ

様に「キャッシュアウト3,000円

用」といったバーコードを用意して

を引き出すのではないでしょうか？

　例えばスーパーで2,000円の

買い物を現金でしていた人は、

2,000円の買い物とキャッシュア

ウト3,000円の合計5,000円を

J-Debitで決済します。2,000円

の現金取引（買い物）がJ-Debitに

シフトする訳です。キャッシュアウ

トで現金が発生しますが、これは

元々ATMで引き出されていたもの

です。ショッピングの決済（主）と

ATM取引（従）を一緒に行うとい

うことです。キャッシュアウトがで

きることで現金取引がJ-Debitつま

りキャッシュレスにシフトします。

アメリカのスーパーのレジは、まさ

にこういった設計になっています。

横手	 キャッシュアウトとキャッ

シュレスは補完関係にあるというこ

とですね。

齊藤	 そうだと思います。私は、

キャッシュレス化は今後着実に進む

ものの、現金が完全になくなること

はないと思っています。キャッシュ

レス化の目標値は4割ですが、逆に

6割は現金が残るということです。

その現金を引き出すとき、今までは

お客様に銀行に来ていただいていま

したが、これからはお客さまの生活

空間に銀行が出ていく。その先の一

つが、スーパーをはじめとする小売

の店舗です。

横手	 キャッシュアウトに関して

加盟店のメリットは、集客でしょ

うか？

齊藤	 そうですね。ご存知の通り小

売業界の競争は激しく、価格競争は

もちろんのことサービスの差別化に

各社知恵を絞っています。ATM設

置もその一つで、実際、来店誘致
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おけば、レジのオペレーションの負

担も少なくて済みます。

横手	 そういう意味では、首都圏よ

りも地方のほうが使われるのではな

いかという感触があります。

齊藤	 確かに、あらゆるところに

ATMが普及しているとはいえ、地

方や郊外はまだまだ少ないというの

が実状です。ですので、買い物つい

でにキャッシュアウトが利用される

ことは十分考えられます。生活空間

により多くのキャッシュアウトポイ

ントが増え、かつキャッシュレス決

済が増えることは社会的意義が大き

いと考えています。

　キャッシュアウトの可能性に気付

いている地域金融機関の営業担当の

方々は既に、地域の小売店にキャッ

シュアウトの説明を始めているそう

です。そうした方々にお話を伺う

と、興味を持たれる小売店は少なく

なく、銀行としても、自行のキャッ

シュカードが利用されることで、地

域に根ざした新たなビジネスになる

と考えていらっしゃるようです。

　一方、我々には、首都圏のお店や

全国チェーンからも相談が入って

おり、思っていたより首都圏でも利

用ニーズは高いと見ています。スー

パーやドラッグストア等は主婦で

あっても会社員であっても、週に1回

以上行く方が多いです。ですから、

首都圏であってもスーパーで「つい

で」に現金を引き出せたら非常に便

利だという声を良く聞きます。

横手	 金融サービスは社会インフ

ラそのものですが、Debitもキャッ

シュアウトもその役割を担っていく

ということですね。

齊藤	 実際、東日本大震災の時も、

利用者から見ても、加盟店から見て

も、メリットが大きいのではないか

と思います。

齊藤	 よく協調と競争という言葉が

使われますが、まさにインフラは協

調で、サービスは競争だと思いま

す。Debitはインフラです。インフ

ラであるから、より多くの金融機関

が参加することで、社会的な意義が

高まると思います。お客様にとって

も、加盟店にとっても、金融機関に

とってもメリットがある、まさしく

「三方よし」になるようなビジネス

モデルを作れれば、と思っており

ます。

横手	 世の中的にはフィンテックと

いう文脈の中で語られていますが、

今は、テクノロジーの進化と時代背

景が幾重にも重なり合ったような状

況で、金融機関という業態のあり

方、金融サービスのあり方といった

あらゆる面で、転換期を迎えている

と思います。

　そうした中で、「三方よし」では

ないサービスは、今後は淘汰されて

いくのかもしれません。

　本日は貴重なお話をありがとうご

ざいました。	 	 （文中敬称略）

（注）		Debitには、銀行のキャッシュカードをそ
のまま利用できるJ-DebitとVISAやJCBな
どの国際ブランドと提携する国際ブランド
Debitとがある。

キャッシュアウトに似た仕組みを提

供させていただきました。被災地の

方々に金融機関として何ができるの

か？何かお役に立てることはないの

か？と考え、社員の発案で実施しま

した。キャッシュアウトは、社会イ

ンフラとして高齢化社会、地域貢献

といった観点でもお役に立てるので

はないかと考えています。

横手	 金融機関としてのメリットは

いかがですか。

齊藤	 銀行としては、現金コスト、

分かりやすい部分では例えばATM

のコスト負担は非常に大きいです。

一方で社会インフラとしてより良い

サービスを提供していかなくてはい

けません。キャッシュアウトは社会

インフラとして消費者に新しいサー

ビスを提供することができます。ま

た、既存のリソースを使うことがで

きますので、システム投資をせずに

サービス提供ができます。J-Debit

は今お使いのキャッシュカードがそ

のまま利用できるものなので、新た

に会員を募集する必要もありません

し、カード発行コストもかかりませ

ん。しかも現金決済では収益は生ま

れませんが、Debit取引ならば収益

も生まれます。サービス提供、コス

ト削減、収益増強に繋がるという意

味で期待をしています。

横手	 今まで、Debitの普及に時

間がかかってきたことや、日本人

は現金志向が強いといったこと、

キャッシュアウトのようなサービス

はキャッシュレスに逆行するのでは

ないかといったネガティブなイメー

ジを若干持っていました。齊藤さん

のお話を伺っていると、トータルで

見れば社会的な意義を感じますし、
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